
統計帳票の作成方法について

ここでは日次・月次帳票の作成方法について説明します。

なお、モジュールの命名規約については、７．カスタマイズプログラムの命名規約について」を参照してください。

日次・月次帳票は以下の手順で作成します。

１　帳票の作成

　　・MONPE にて帳票を作成

　　・作成した帳票よりコボルコピー句を作成（red2inc にて自動生成ができます）

２　コボルプログラムを作成

　　・日次・月次統計業務で使用可能なプログラムを作成

３　システム管理へ登録

　　・日次帳票

      ［3001 統計帳票出力情報（日次）］へプログラム名、パラメタの情報を登録

　　・月次帳票

      ［3002 統計帳票出力情報（月次）］へプログラム名、パラメタの情報を登録

４　統計業務より実行

　　・業務メニューの［51 日次統計業務］・［52 月次統計業務］より作成したコボルプログラムを実行
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1.帳票設定

帳票は MONPE で作成します。

開発当初は dia-orca で作成をしていました。しかし現在新規に作成する帳票はすべて MONPE で作成しています。

また、dia-orca で作成していた帳票についても、順次 MONPE で再作成し提供しています。仮に dia-orca で作成されて

いる帳票をカスタマイズして新規に帳票を作られる場合でも、”dia2red”コマンドにて MONPE の形式に移行し、

MONPE で帳票を作成してください。

”dia2red”コマンドについては   帳票設計  (MONPE: MONTSUQI Printing Environment)  を参照してください。

1.1.MONPE の機能説明

①帳票エディタ

②ビュー

③辞書

④オブジェクトのプロパティ

⑤レイヤ
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1.1.1.帳票エディタ

ファイルメニューより MONPE の基本設定を行います。

また各ボタンに割り当てられたオブジェクトによりビューの操作を行います。
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1.1.1.1.ファイル

■新規ダイアグラム

・新規に帳票を作成します。

■開く

　・既存の帳票を開きます。

■設定

・MONPE の初期設定を行います。ここで行った設定はすべての MONPE のファイルに引き継がれます。

1.1.1.1.1.ファイル｜設定｜ユーザインターフェース

■オブジェクト生成後に選択ツールに戻す

・「はい」を選択すると、オブジェクト生成後に自動で選択ツール が選択された状態になります。

・「いいえ」を選択すると、オブジェクト生成後も同じオブジェクトが選択状態となりますので、同じオブジェクト

　を連続して生成することができます。

　設定の変更は次回起動時より有効となります

■保存するファイルを圧縮する

　・「はい」を選択しますとファイルを圧縮して保存します。

・「いいえ」を選択しますとファイルを XML 形式で保存します。

dia では帳票ファイルを圧縮して保存するとコボルより編集したデータを帳票に埋め込むことができませんでした。

MONPE では圧縮して保存してもコボルよりデータを埋め込んで帳票印刷することができます。

　・「はい」を選択した場合（圧縮して保存した場合）　
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　・「いいえ」を選択した場合（圧縮せず保存した場合）

■元に戻せる回数

　・アンドゥの最大回数を設定します。

1.1.1.1.2.ファイル｜設定｜ビューのデフォルト

■新規ウインドウ（幅／高さ／ズーム）

・ビュー初期表示時のビューの大きさと、拡大率の設定します。

■接続点（表示）

　・「はい」を選択します。

1.1.1.1.3.ファイル｜設定｜グリッドライン

■グリッド

　・ビュー初期表示時のグリッドの状態を設定します。

■ページ区切り

　・ビュー初期表示時のページ区切りの状態を設定します。
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1.1.1.2.オブジェクト

帳票ダイアログから生成するオブジェトはコボルからデータを埋め込むことはできません。

1.1.1.2.1.オブジェクトの変更 

ビューのオブジェクトを選択します。

選択されたオブジェクトには  が表示されます。選択されたオブジェクトはドラッグして移動、ダブルクリックでプロ

パティの設定を行うことができます。

オブジェクトの選択は、直接オブジェクトをクリックするか、範囲を指定して行います。

直接選択

範囲を指定して選択（同一レイヤの項目が選択される）

　　→　　

文字オブジェクトのフォントサイズを同じにしたい等、一度に複数項目のプロパティを変更したい場合は、変更したい

項目をすべて選択後、右クリックでポップアップメニューを表示し、オブジェト｜グループ化を選択してグループ化を

行ってください。グループ化されたオブジェクトは  で囲まれます。

その後、グループ化されたオブジェクトに対してプロパティの変更を行ってください。

（フォントサイズ等の変更はグループ化された項目すべてに適用されます)
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1.1.1.2.2.拡大（Shift で縮小）

ビュー表示の拡大または縮小を行います。

ビューの上にマウスポインタを移動されるとマウスポインタの表示が に変わります。この状態でビューをクリック

すると、ビューが拡大表示されます。

また、Shift を押すとマウスポインタの表示が に変わります。Shift を押したままビューをクリックするとビューが

縮小表示されます。

1.1.1.2.3.ダイアグラムに沿ったスクロール

ビュー表示のスクロールを行います。

ビューの上にマウスポインタを移動されるとマウスポインタの表示が に変わります。この状態でビューをドラッグ

しますとマウスポインタの表示が に変わりますので、そのままマウスを移動させるとマウスの移動したがってビュー

の表示がスクロールします。

1.1.1.2.4.テキストの生成 

ビューにテキストを生成します。

テキストは帳票のラベルとして使用しますのでコボルからのデータを編集することはできません。

ビューをクリックすると、ビューをクリックした場所に が表示されます（ビューの表示倍率が低いと  のみ表示さ

れているように見えます）。この状態で文字を入力すると、ビューに入力した文字が表示されます。

1.1.1.2.5.ボックスの生成 

1.1.1.2.6.楕円の生成 

1.1.1.2.7.線の生成 

1.1.1.2.8.弧の生成 

1.1.1.2.9.ジグザグ線の生成 

1.1.1.2.10.連続線の生成 

1.1.1.2.11.ベジエ曲線の生成 

上記はそれぞれビューに図形を生成します。

図形の線種・色の変更等は帳票ダイアログの以下の項目にて行います。
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①図形の前景色を選択します。

（クリックすると色の選択ウインドウが表示されます）

②図形の背景色を選択します。

（クリックすると色の選択ウインドウが表示されます）

③線種を選択します。

④線の左端の形状を選択します。

⑤線の中間の形状を選択します。

⑥線の右端の形状を選択します。

色の選択ウインドウ　　　　　　　　　　　

　

線の左端・中間・右端の形状

1.1.1.2.12.イメージの生成 

ビューにイメージを生成します。

プロパティで画像ファイル名をフルパスで指定すると、ビューに画像を表示させることができます。
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1.1.1.2.13.丸囲み文字の生成

ビューに丸囲み文字を生成します。

テキストと同じようにビューに文字を入力することができ、入力した文字が丸で囲まれます。

1.1.1.2.14.埋め込みテキストのデフォルト設定 

埋め込み文字項目のデフォルト値を設定します。

右クリックするとデフォルトの設定ダイアログ表示

左クリックするとエラーダイアログが表示

1.1.1.2.15.埋め込みイメージのデフォルト設定 

埋め込みイメージ項目ののデフォルト値を設定します。

右クリックするとデフォルトの設定ダイアログ表示

左クリックするとエラーダイアログが表示
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1.1.2.ビュー

作業のメインとなるウインドウです。

辞書や帳票ダイアログよりオブジェクトの貼り付けを行い、帳票レイアウトを作成します。

ここでは、ビュー上で右クリックした際に表示されるポップアップメニューについて説明を行います。

1.1.2.1.ファイル

1.1.2.1.1.新規ダイアグラム

1.1.2.1.2.開く

1.1.2.1.3.設定

1.1.2.1.4.終了

上記については［1.1.1.1   ファイル  ］を参照してください。
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1.1.2.1.5.名前をつけて保存

ファイル名を指定して保存することができます。

1.1.2.1.6.エクスポート

日レセで帳票を編集する際には使用しません。

1.1.2.1.7.ページ設定

■ページサイズ

　・用紙のサイズを設定します。

■方向

　・用紙の向きを設定します。

■余白

・余白を設定します。

■倍率

　・帳票の印刷時の倍率を設定します。

例えばＡ４サイズで作成した帳票に対して、ページサイズをＡ５、倍率の設定を７０％に変更すると、Ａ５サイズで印刷

することができます。このとき余白の設定をしている場合は、倍率の変更にあわせて余白も７０％ほどに変更します。
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1.1.2.1.8.ダイアグラムを印刷

■プリンタ

　・lpr コマンドにて帳票を印刷します。

    プリンタ名が lp1 であれば、

    lpr -Plp1△ 　（△：半角空白）

　　と入力し、了解ボタンを押すと lp1 に帳票が印刷されます。

■ファイル

　・帳票をポストスクリプト形式でファイルに出力します。

　　パスの指定がない場合は、monpe を起動した場所にファイルが作成されます。

　　GNOME パネルより起動した場合でパスの指定がないときはホームディレクトリの直下にファイルが作成されま

す。

■埋め込みテスト

・red2test コマンドにて帳票を印刷、またはポストスクリプトファイルに出力します。

  red2test にて出力することで、埋め込み文字項目の最大桁数、半角全角定義、項目のインデックスの順番などの確認

を行うことができます。

red2test -n -p lp1△ △ △ として印刷した場合

（△：半角空白。プリンタ名は lp1 と仮定）

red2test -i -p lp1△ △ △ として印刷した場合

1.1.2.1.9.閉じる

MONPE のファイルを閉じます。
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1.1.2.2.編集

1.1.2.2.1.コピー

選択されたビューのオブジェクトをクリップボードにコピーします。

1.1.2.2.2.切り取り

選択されたビューのオブジェクトを切り取り、クリップボードにコピーします。

1.1.2.2.3.貼り付け

コピー、または切り取ったオブジェクトをビューに貼り付けます。

1.1.2.2.4.削除

選択されたビューのオブジェクトを削除します。

1.1.2.2.5.元にもどす

ビューを１つ前に操作した状態に戻します。

1.1.2.2.6.やり直し

元にもどすを行った直後であれば、操作のやり直しを行います。
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1.1.2.3.表示

1.1.2.3.1.拡大

ビューの表示を拡大します。

1.1.2.3.2.縮小

ビューの表示を縮小します。

1.1.2.3.3.ズーム

ビューの表示倍率を指定します。

1.1.2.3.4.グリッドの編集．．．

グリッドの縦幅、横幅を設定します。

1.1.2.3.5.アンチエイリアス

アンチエイリアスの有効／無効を設定します。
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1.1.2.3.6.グリッドの表示

グリッド表示の有無を設定します。

1.1.2.3.7.グリッドにあわせる

オブジェクトの位置をグリッドにあわせるか否かを設定します。

1.1.2.3.8.目盛りの表示

目盛りを表示するか否かを設定します。

1.1.2.3.9.接続点の表示

線に接続点を表示するか否かを設定します。

「ＯＮ」にし、接続点を表示するよう設定してください。（接続点の説明はここでは割愛します）

1.1.2.3.10.新規ビュー

現在編集中のビューを新規に開きます。

1.1.2.3.11.すべて表示

現在表示しているビューのウインドウサイズに合わせて表示倍率を調整し、帳票全体を表示します。
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1.1.2.4.オブジェクト

1.1.2.4.1.背面に送る

選択されたオブジェクトを背面に送ります。

1.1.2.4.2.前面に送る

選択されたオブジェクトを前面に送ります。

重なっているオブジェクトを選択すると、より前面にあるオブジェクトが優先して選択されます。

1.1.2.4.3.グループ化

複数選択されたオブジェクトをグループ化します。

グループ化を行うと、グループ化したオブジェクトの複数項目のプロパティをまとめて変更することができます。

1.1.2.4.4.グループ化解除

グループ化されたオブジェクトに対し、グループ化を解除します。

1.1.2.4.5.水平位置

オブジェクトの水平位置の位置あわせを行います。

　　 　　

元のビュー　　　　　　　　　　　左位置　　　　　　　　　　　　　中央　

　　 　　

右位置　　　　　　　　　　　　　等間隔　　　　　　　　　　　　　隣接
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1.1.2.4.6.垂直位置

オブジェクトの垂直位置の位置あわせを行います。

　　 　　

元のビュー　　　　　　　　　　　上位置　　　　　　　　　　　　　中央              

　　 　　

下位置　　　　　　　　　　　　　等間隔　　　　　　　　　　　　　隣接
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1.1.2.5.ツール

1.1.2.5.1.オブジェクト生成後に選択ツールに戻す

「ＯＮ」で、線 などのオブジェクトをビューに生成後に自動で選択ツール が選択された状態になります。

「ＯＦＦ」で、オブジェクト生成後も同じオブジェクトが選択状態となりますので、同じオブジェクトを連続して生成す

ることができます。

1.1.2.5.2.選択

帳票エディタのオブジェクトの変更 が選択された状態になります。

1.1.2.5.3.拡大（Shift で縮小）

帳票エディタの拡大（Shift で縮小） が選択された状態になります。

1.1.2.5.4.スクロール

帳票エディタダイアグラムに沿ったスクロール が選択された状態になります。
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1.1.2.6.ダイアログ

1.1.2.6.1.プロパティ

選択したオブジェクトのプロパティを表示するため、プロパティウインドウを開きます。

1.1.2.6.2.レイヤ

レイヤウインドウを開きます。

1.1.2.6.3.辞書

辞書ウインドウを開きます。

1.1.2.6.4.座標とサイズ

オブジェクトの座標とサイズウインドウを開きます。
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1.1.3.辞書

データ埋め込みオブジェクトを作成します。

ここで定義したオブジェクトのツリー構造（辞書ツリー）がコボルプログラムで編集するコピー句の構造になります。

1.1.3.1.ダイアグラム

１つだけMONPE のファイルを開いている場合はそのファイル名が表示されます。

複数の MONPE のファイルを同時に開いている場合、辞書ツリーを編集するファイルを選択します。

1.1.3.2.辞書ツリー

辞書ツリーに作成できる項目は以下のとおりです。

・ノード

・埋め込み文字項目

・埋め込みイメージ項目

辞書ツリーの項目は変更ボタンを押すことで、変更内容が辞書ツリーに反映されます。

　　→　　
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辞書ツリーに作成した項目はドラッグ＆ドロップで位置の変更ができます。

　　→　　

辞書ツリーより項目をドラッグ＆ドロップしてビューに編集を行います。

辞書ツリーの項目を右クリックすると、ビューに編集した項目が選択状態になります。
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1.1.3.3.ツリー　

ツリーの構造を表示します。

1.1.3.3.1.Occurs  

ツリーに編集されているノード、埋め込み文字項目等の配列数を表示します。

配列の個数が１の場合、コピー句作成時に項目に OCCURS は編集されません（OCCURS 1 とはならない）。

配列の個数を２以上にするとコピー句作成時に項目に OCCURS が編集されます。

1.1.3.3.2.使用数 

ビューに編集している項目数　／　辞書で設定した配列数を表示します。

1.1.3.3.3.ノードの追加 

辞書ツリーで選択されている項目の直後に新規にノードを作成します。

ノードはコボルの集団項目に相当します。ノードはビューに編集できません。

1.1.3.3.4.埋め込み文字項目の追加 

辞書ツリーで選択されている項目の直後に新規に埋め込み文字項目を作成します。

埋め込み文字項目はコボルの基本項目に相当します。コピー句ではＸタイプで定義されます。

1.1.3.3.5.埋め込みイメージ項目の追加 

辞書ツリーで選択されている項目の直後に新規に埋め込みイメージ項目を作成します。

埋め込みイメージ項目はコボルの基本項目に相当します。コピー句では１０２４バイトのＸタイプ項目となり、ファイ

ルのパス名を編集することで画像の表示を行います。ビューに埋め込みイメージ項目を貼り付けた後、それをダブルク

リックしてプロパティウインドウを表示しますと画像ファイル名を指定できるようになっていますが、ここでファイル

名の指定は行わないでください。埋め込みイメージ項目のファイル名の指定はコボルプログラムにて設定します。医院

のロゴなど表示させるイメージが常に固定である場合は、帳票エディタウィンドウのイメージオブジェクト を使用

してプロパティにファイル名を指定するようにしてください。

辞書の埋め込みイメージのプロパティ
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イメージオブジェクトのプロパティ

1.1.3.3.6.ノードの削除

辞書ツリーで選択されている項目を削除します。

ただし、削除したい項目がビューに編集済みの場合は、エラーメッセージが表示され、削除を行うことができません。

この場合、項目を右クリックしますと、ビューに編集されている対象の項目が全て選択状態となりますので、Ｃ trl キー

を押しながら“Ｄ”ボタンを押すと、選択されている項目がすべてビューから削除されます。おなじく、ビューウインド

ウで右クリックしポップアップメニューを表示し、編集｜削除を選択しても項目をビューから削除することができます。

（レイヤーを使用時は、事前に項目を編集しているレイヤーを選択しておく必要があります。）

- 24 -



ビューから項目を削除後、再び を選択すると、辞書ツリーより項目が削除されます。
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1.1.4.オブジェクトのプロパティ

ビューに表示されている埋め込み文字項目等のオブジェクトをダブルクリックするか、右クリックして表示されるポッ

プアップメニューのダイアログ｜プロパティを選択するとプロパティウインドウが表示されます。

プロパティウインドウが表示されない場合、オブジェクトが別のレイヤに作成されているか、他のウインドウの後ろに

隠れていることがあります（他のダイアログもよくビューなどの大きいウインドウの下に隠れて表示されます）。

設定可能なプロパティはオブジェクト毎に異なります。ここでは日レセの帳票でよく使われるオブジェクトのプロパテ

ィについて説明を行います。

1.1.4.1.埋め込み文字項目のプロパティ

■配置

　・左位置（左詰め）／中央／右位置（右詰め）の指定ができます。

■フォント

　・フォントを設定します。

■フォントサイズ

　・フォントサイズを設定します。

■文字色の選択

・文字色を選択します。

■折り返しバイト数

　・埋め込む文字列の折り返し位置を設定します。（０を指定すると文字列の折り返しは行われません）

（例）折り返しバイト数：10
埋め込み文字列：あいうえおかきくけこ

＜帳票印刷時＞

あいうえお

かきくけこ

↑

１０バイト目で折り返して印字される

■文字

　・埋め込む文字の種類（全角／半角）を設定します。

　　コボルより埋め込む文字の種類に合わせて設定してください。

　　全角と半角の混在は行えません（設定することも可能ですが推奨しません）ので、全角と半角が混在する文字列は

埋め込む際にコボル側で全て全角か半角の文字列に統一して文字の種類を設定してください。

　　（英数字以外の文字列の場合は全角で統一してください）
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■埋め込みインデックス

　・辞書ツリーで設定した名前が表示されます。

　　辞書ツリーで Occurs の設定を２以上にし、ビューに配列の要素全てを設定していない場合は、埋め込み文字項目に

割り当てられている配列のインデックスを変更することができます。

変更ボタンを押すと、埋め込みオブジェクトのインデックス選択ダイアログが表示され、配列のインデックスの変更を

行うことができます。

表示タイプ［選択可能］

表示タイプ［全て］
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1.1.4.2.埋め込みイメージ項目のプロパティ

■イメージファイル

　・未設定にしてください。（埋め込みイメージ項目のイメージファイル名はコボルプログラムより設定します）

■境界線の表示

　・「はい」を選択するとイメージの周りに線が表示されます。

　・「いいえ」を選択するとイメージのみ表示され、周りに線は表示されません。

　

左「はい」を選択

右「いいえ」を選択

■アスペクト比一定

　・「はい」を選択すると、縦横の比率を一定に保ったままイメージの拡大・縮小を行うことができます。

　・「いいえ」を選択すると、縦横の比率を変更してイメージの拡大・縮小が行うことができます。

左「はい」を選択

右「いいえ」を選択

■線の幅

・境界線の幅を設定します。

■線の色

　・境界線の色を設定します。

■線種

　・境界線の線種を設定します。
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1.1.4.3.テキストのプロパティ 

■配置

　・左位置（左詰め）／中央／右位置（右詰め）の指定ができます。

■フォント

　・フォントを設定します。

■フォントサイズ

　・フォントサイズを設定します。

■文字色の選択

・文字色を選択します。
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1.1.4.4.線のプロパティ 

■線の幅

　・線の幅を設定します。

■線の色

　・線の色を設定します。

■線種

　・線の種類を設定します。

■始点の矢印

　・始点の矢印の形を設定します。

■終点の矢印

　・終点の矢印の形を設定します。

矢印の形の種類
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1.1.4.5.イメージのプロパティ 

■イメージファイル

　・画像ファイルのファイル名をフルパスで設定してください。

■境界線の表示

　・「はい」を選択するとイメージの周りに線が表示されます。

　・「いいえ」を選択するとイメージのみ表示され、周りに線は表示されません。

■アスペクト比一定

　・「はい」を選択すると、縦横の比率を一定に保ったままイメージの拡大・縮小を行うことができます。

　・「いいえ」を選択すると、縦横の比率を変更してイメージの拡大・縮小が行うことができます。

■線の幅

　・線の幅を設定します。

■線の色

　・線の色を設定します。

■線種

　・線の種類を設定します。
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1.1.5.レイヤ

ビューのレイヤの操作を行います。

日レセで標準提供している帳票は線用レイヤ（背景）、テキスト（非埋め込み項目：文字）用レイヤ、埋め込み項目用

レイヤ（差込）の３つのレイヤで構成されています。

1.1.5.1.ダイアグラム

１つだけMONPE のファイルを開いている場合はそのファイル名が表示されます。

複数の MONPE のファイルを同時に開いている場合、レイヤを編集するファイルを選択します。

1.1.5.2.目玉マーク

目玉マークが表示されている場合レイヤに編集しているオブジェクトが表示され、目玉マークが表示されていない場合

はレイヤに編集しているオブジェクトは非表示になります。

目玉マークの表示／非表示の切り替えは目玉マークをクリックすることで行うことができます。

レイヤのオブジェクト非表示にすると、帳票の印刷時も表示されません。

埋め込み項目のみのレイヤを作成し、そのレイヤを非表示にして帳票を印刷すると、埋め込み項目を非表示にして帳票

を印刷することができます。
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1.1.5.3.レイヤ名

レイヤ名を設定します。

レイヤ名をクリックするとダイアログが表示されるので、レイヤ名の設定ができます。

1.1.5.4.新規作成

レイヤを新規に作成します。

1.1.5.5.上

コラムリストで選択されているレイヤを変更します。

1.1.5.6.下

コラムリストで選択されているレイヤを変更します。

1.1.5.7.削除

選択されているレイヤを削除します。

1.1.5.8.閉じる

レイヤウインドウを閉じます。
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1.2.帳票作成

実際に帳票を作成する手順についての説明を行います。ただ、これから説明します手順に必ず従って作成する必要はあ

りません。以下は作成方法の１つの手順を示しているにすぎません。これから説明する手順に従って帳票を作成しなが

ら、自分にあった作成方法を見つけてください。

作成するサンプル帳票は外来の収納一覧表にします。

作成する収納一覧表イメージ
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1.2.1.名前をつけて保存する

帳票エディタウインドウのファイル｜新規ダイアグラムを選択します。

ビューが新たに作成されますので、ビュー上で右クリックをしてポップアップメニューを表示し、ファイル｜名前をつ

けて保存を選択します。この後表示されるダイアログにファイル名を入力し保存します。

サンプル帳票のファイル名は SCSAMPLEH01.red とします。

これ以降ポップアップメニューよりファイル｜保存を選択しますと、先ほど入力した名前でファイルが上書き保存され

ます。作業中はこまめに保存するようにしてください。
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1.2.2.ページ設定を行う

ポップアップメニューより、ファイル｜ページ設定を選択し、帳票サイズ等の設定を行います。

サンプルの収納一覧表はＡ４横で作成するので、ページサイズを A4、方向を横向きに設定してください。余白は周囲に

２ cm ずつとることにします。

ページ設定後、ビューの拡大率を５０%にすると、ビューに横長の青いマス目が表示されているのがわかります（グリ

ッドを非表示にするとさらによくわかります）。帳票は座標(0,0)の右下のマス目で作成します。

帳票レイアウトがマス目をオーバーしますと、印刷時に帳票が２ページに渡って印刷されますので注意してください。
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1.2.3.レイヤを作成する

ビュー編集用にレイヤを作成します。

背景レイヤはもとより存在しますので、他に文字レイヤ、差込レイヤを作成します。

各レイヤには今後以下のようにオブジェクトを配置します。

差込・・・埋め込み文字項目  のみ配置

文字・・・テキスト  のみ配置

背景・・・線  のみ配置
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1.2.4.グリッドの設定をおこなう。

ポップアップメニューより、表示｜グリッドにあわせるを「ＯＮ」にします。

これでビューに生成するオブジェクトはグリッドに合せて配置されるようになります。こうすることで縦横に真っ直ぐ

な線を引くことや、オブジェクトを等間隔で配置することが容易にできるようになります。

次にポップアップメニューより、表示｜グリッドの編集を選択し、グリッドの横幅と縦幅を入力します。印字する項目が

多く細かい配置が必要になる場合は、グリッドの横幅と縦幅は、目安として共に「0.1000」としておくとよいでしょう。
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1.2.5.辞書ツリーの編集を行う。

辞書ツリーの編集を行います。

明細に含まれない項目（日付、ページ数）を埋め込み文字項目として作成します。

ここで気をつけないといけないのは、埋め込み文字項目はすべてＸタイプとして定義されるので、ページ数のような数

字項目もすべてＸタイプで定義されるということです。つまり、ゼロサプレス等の数値編集はコボル側で行っておく必

要があります。項目の長さも最大桁数（カンマ編集を行う場合はカンマを含めた桁数）を設定するようにしなければな

りません。

ゼロサプレスを行う場合、コボル側で“  1”のように編集する。

明細として編集する項目（患者番号、氏名、診療科、請求金額等）については、ノードを OCCURS 30 として作成し、そ

の配下に埋め込み文字項目を作成します。

全角の文字列を編集する項目については、長さは必ず２の倍数になるようにしてください。

編集後辞書ツリー
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1.2.6.ビューにオブジェクトを配置する（１）

レイヤウインドウで背景レイヤを選択し、ビューに線の編集を行います。

とりあえず、明細外枠の上と左側の線を引きます。すべての線の幅は 0.00 にします。

レイヤウインドウで文字レイヤを選択し、ビューにテキストを配置します。とりあえず生成したテキストは適当に配置

しておきます。
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レイヤウインドウで差込レイヤを選択し、辞書ツリーより明細項目を１項目につき１件ずつビューに配置します。この

とき項目の正式な配置場所を決めるために埋め込み文字項目に最大桁数分の文字列を編集し、明細の項目が重ならない

ように横に並べていきます。

また配置する際に、プロパティの配置（金額等の数値として編集する項目は配置を右位置に設定）、文字（全角／半角）

の設定を行います。

１行に編集する項目を全て選択し、ポップアップメニューよりオブジェクト｜垂直位置｜下位置を選択すると、選択し

た項目の垂直位置が揃います。

明細の列の配置がきまりましたら、それに合せて明細の見出しとなるテキストを配置します。

ここまでの作業で一度帳票を印刷してみて、オブジェクトが思い通りの場所に印字されているか確認してください。
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1.2.7.ビューにオブジェクトを配置する（２）

レイヤウインドウで差込レイヤを選択し、残っている明細項目の埋め込み文字項目をビューに配置します。通常は辞書

ツリーより１件ずつドラッグ＆ドロップで配置していきますが、すでに配置した埋め込み文字項目をコピーして貼り付

けることもできます（グループ化した項目をコピーして貼り付けることもできます）。

また、明細埋め込み文字項目の埋め込みインデックスは必ず上から 1,2,3…となるように配置してください。

ノードで設定した Occurs の値で明細の行が全て収まりきらない場合は、Occurs の値を調整してください。
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1.2.8.ビューにオブジェクトを配置する（３）

レイヤウインドウで背景レイヤを選択し、明細欄の線を配置していきます。

最後に明細欄外のテキスト、埋め込み文字項目を配置すると、帳票の完成です。

帳票タイトルを帳票の真中に配置したい場合は、以下の作業を行ってみてください。

（１）文字レイヤを選択

（２）背景レイヤで編集した明細欄の外枠と同じ場所にＸ座標に線を引く

（３）（２）の線と帳票タイトルを選択し、ポップアップメニューよりオブジェクト｜水平位置｜等間隔を選択する

（４）（２）の線を削除する

作成した帳票は/usr/local/site-jma-receipt/form/に保存してください。
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1.2.9.コボルコピー句作成

作成した帳票からコボルコピー句を作成します。

kterm を起動し、フォームを保存したディレクトリに移動します。

そして以下のコマンドを入力してください。
red2inc SCSAMPLEH01.red SCSAMPLEH01 -o SCSAMPLEH01.INC

ディレクトリの中身を ls コマンドで確認すると SCSAMPLEH01.INC というファイルが作成されていると思います。

cat コマンドで内容を確認すると、辞書ツリーの情報を元にコボルの集団項目が作成されているのがわかります。この集

団項目をコボルで作成する帳票編集プログラムで使用し、帳票データの編集を行います。

作成したコピー句は/usr/local/site-jma-receipt/cobol/copy/に保存してください。

その後、root権限で/usr/lib/jma-receipt/scripts/allways/site-upgrade.sh を実行してください。作成した MONPE のフ

ァイルおよびコボルのコピー句が実行環境へコピーされます。

詳細についてはカスタマイズ作成したプログラムを動作させる方法について、自動リコンパイルを参照してください。
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2.コボルプログラム作成

2.1.概要

日次／月次処理にて実行される帳票編集プログラムで行うことは、以下のとおりです。

・データベースへ接続

・入力パラメータ取得

・処理開始情報をジョブ管理テーブルに更新

・データベースのデータを取得

・帳票データ編集

・エラー処理（データ不整合等）

・印刷管理テーブル、印刷データテーブルを更新

・処理終了情報をジョブ管理テーブルに更新

・データベースへの接続を切断

帳票編集プログラムで更新した印刷管理テーブル、印刷データテーブルの情報を元に、実際には別のプログラムが帳票

の印刷処理を行います。

- 45 -



2.2.データベースよりデータを取得する

データベースよりデータを取得するには ORCDBMAIN にて行います。

検索条件の指定は MCP-TABLE に/usr/lib/jma-receipt/record/ディレクトリ内の検索する*.db の名称を設定し、

MCP-PATHNAME に*.db の使用する path 定義の名称を設定することでデータの取得を行います。

例えば上記のようなコーディングをした場合、/usr/lib/jma-receipt/record/tbl_ptinf.db内の以下のＳＱＬが実行され、

１件データを取得します。

前に“:”のついている変数をコボルより設定します。

詳細については開発者向け情報の MONTSUQI      について  を参照してください。

サンプルとして 1.2.  帳票作成  で作成した SCSAMPLEH01.red を使用するプログラム（SCSAMPLE01.CBL）を作成

していますので、そちらも参考にしてください。
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           INITIALIZE                      PTINF-REC

           MOVE    WRK-HOSPNUM　       TO  PTINF-HOSPNUM

           MOVE    WRK-PTID            TO  PTINF-PTID

           MOVE    PTINF-REC           TO  MCPDATA-REC

           MOVE    “tbl_ptinf”       TO  MCP-TABLE

           MOVE    “key”             TO  MCP-PATHNAME

           MOVE    "DBSELECT"          TO  MCP-FUNC

           CALL    "ORCDBMAIN"             USING

                                           MCPAREA

                                           MCPDATA-REC

                                           SPA-AREA

           IF    ( MCP-RC          =   ZERO )

               MOVE    “tbl_ptinf”   TO  MCP-TABLE

               MOVE    “key”         TO  MCP-PATHNAME

               MOVE    "DBFETCH"       TO  MCP-FUNC

               CALL    "ORCDBMAIN"         USING

                                           MCPAREA

                                           MCPDATA-REC

                                           SPA-AREA

               IF    ( MCP-RC          =   ZERO )

                   MOVE    MCPDATA-REC TO  PTINF-REC

               END-IF

           END-IF

      *

           MOVE    “tbl_ptinf”       TO  MCP-TABLE

           MOVE    “key”             TO  MCP-PATHNAME

           MOVE    "DBCLOSECURSOR"     TO  MCP-FUNC

           CALL    "ORCDBMAIN"             USING

                                           MCPAREA

                                           MCPDATA-REC

                                           SPA-AREA

path key { 

DBSELECT {

DECLARE tbl_ptinf_key_csr CURSOR FOR

SELECT *

FROM tbl_ptinf

WHERE   HOSPNUM =   :HOSPNUM  AND

PTID  =   :PTID

;

};

};

http://www.orca.med.or.jp/receipt/tec/dev/montsuqi/montsuqi.rhtml
http://www.orca.med.or.jp/receipt/tec/dev/montsuqi/montsuqi.rhtml


2.3.コンパイル

作成したコボルのソースは /usr/local/site-jma-receipt/cobol/に、コピー句を作成されている場合はコピー句を

/usr/local/site-jma-receipt/cobol/copy/に保存してください。

その後、root権限で/usr/lib/jma-receipt/scripts/allways/site-upgrade.sh を実行してください。プログラムのコンパイル

と、実行環境へのコピーが行われます。

詳細についてはカスタマイズ作成したプログラムを動作させる方法について、自動リコンパイルを参照してください。

site-upgrade.sh の実行時にコボルのコンパイルエラーが表示されましたら、プログラムを修正後、再度 site-
upgrade.sh を実行してください。
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http://www.orca.med.or.jp/receipt/tec/2003-05-26-woody-recompile.rhtml
http://www.orca.med.or.jp/receipt/tec/dev/soft/customize_howto.rhtml


3.システム管理へ登録

システム管理への登録方法の詳細については操作マニュアル(無床版：HTML) の統計帳票出力情報（日次）、統計帳票

出力情報（月次）を参照してください。

3.1.サンプルプログラムを登録する

サンプルプログラムは統計帳票出力情報（日次）に以下のように登録してください。

（帳票番号及び帳票名については必ずしも画面例と同一でなくても構いません）
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http://www.orca.med.or.jp/receipt/outline/manual/setup/setup-3002.html
http://www.orca.med.or.jp/receipt/outline/manual/setup/setup-3002.html
http://www.orca.med.or.jp/receipt/outline/manual/setup/setup-3001.html


4.統計業務より実行

統計業務より実行する方法の詳細については操作マニュアル(無床版：HTML)の３．６　日次統計、３．７　月次統計

を参照してください。

4.1.サンプルプログラムを実行する

システム管理でサンプルプログラムを登録後、業務メニューより“51 日次統計”を選択し、日次統計画面に遷移すると

システム管理に登録した帳票番号と同じ番号の場所でプログラムの実行ができるようになります。
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http://www.orca.med.or.jp/receipt/outline/manual/monthly/s3-7/3-7.html
http://www.orca.med.or.jp/receipt/outline/manual/monthly/s3-6/3-6.html


4.2.サンプルプログラム実行結果

収納登録－請求確認画面

収納一覧表（サンプル）
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